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令和７年度第３回相模原市福祉有償運送運営協議会会議録 

 

次のとおり協議会を開催した。 

開 催 期 間 令和７年１０月２７日（月）～１１月２１日（金） 

開 催 方 法 
書面開催（資料を送付し、委員から意見等、団体から回答を書面により得た

上で、書面で賛否を照会し議決） 

出 席 者 ・委員 （会長）石井冬樹、（副会長）田所直久、栗山雄一、佐藤健司、 

鈴木秀美、大畠雄作、内田勝、越地稔、阿部幸夫、大塚順子、 

森下文章、米山守 

・事務局 相模原市職員 ４名 

次回開催予定日 令和８年５月頃予定 

問 い 合 わ せ 先 相模原市健康福祉局地域包括ケア推進部高齢・障害者支援課 

電 話：０４２－７６９－８３５５ 

ＦＡＸ：０４２－７６９－５７０８ 

e-mail：k-s-shien@city.sagamihara.kanagawa.jp 

内 容 （●は委員、○は申請団体） 

 

議題 

１ 自家用有償旅客運送更新登録申請について 

（１）特定非営利活動法人クライム 

   ※旅客から収受する対価の変更を含む 

（協議結果） 

自家用有償旅客運送更新登録申請及び旅客から収受する対価の変更 

について、協議の結果、委員の合意が得られ、協議が調った。 

（質疑応答） 

●物価が上がっているところ、前回の協議会で誤った対価で登録してしまっ

たとはいえ、値下げをすることは、利用者にとって有難いことです。 

〇今回の旅客から収受する対価の変更の申請は、書面上の誤記を訂正するも

のであり、対価の変更（値下げ）は行っていません。実際の迎車料金につ

いては、従来どおり１００円です。 

 

（２）特定非営利活動法人津久井福祉会 

（協議結果） 

自家用有償旅客運送更新登録申請について、協議の結果、委員の合意が

得られ、協議が調った。 

（質疑応答） 

●令和６年度の輸送実績と今回の申請概要を比較すると、車両の台数が３台

減車しているが、利用者の減少によるものか、車両の老朽化によるものか。 
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 津久井方面は需要が高く、活動実績の規模が大きいため、減車によってサ

ービスの低下にならないのか。 

〇減車は、稼働率を考慮した効率（事業所の基盤強化）を図るもののため、

サービスの低下にはなりません。 

 

（３）社会福祉法人悠朋会 

（協議結果） 

自家用有償旅客運送更新登録申請について、協議の結果、委員の合意が

得られ、協議が調った。 

 

（４）特定非営利活動法人つくいの里 

（協議結果） 

自家用有償旅客運送更新登録申請について、協議の結果、委員の合意が

得られ、協議が調った。 

 

（５）特定非営利活動法人相模原ボランティア協会 

（協議結果） 

自家用有償旅客運送更新登録申請について、協議の結果、委員の合意が

得られ、協議が調った。 

（質疑応答） 

●人員の募集はどのように行っているのか。 

〇当協会は福祉有償運送事業の他にボランティア養成活動も行っている。 

ボランティア養成活動は、ボランティア活動に必要な知識・技術等を身に

着ける目的で毎年講座を開催しており、当協会の事業紹介として、福祉有

償運送の説明及びボランティアの募集を行っている。 

なお、令和７年度は１１月１４日に運転ボランティアをテーマにしたボラ

ンティア養成講座を開催し、ボランティアの募集を図る予定です。 

 

 

以 上  

 


